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あろう O さらにいえば，様々な資料群や 1点 l点の
とって，その場その時に保存のため
ことのできる予算や時間，人材といった資源は限ら
れており，その他様々な条件を考癒しでも，この資
料にはこの代替化手法が絶対に正しいという正解は
ロフィルム) を合わせ持つ，リファレンス・ なく，あるのは苦渋の決断だけかもしれない。
アーカイブ・システムについての詳しい紹介がある。
それぞれの筆者が，直面する資料の代替ニ…ズに
対し，どのような点を考えてよりよい選択を導き出
せばよいかのポイントを示しており，
てられた残り 2章と合わせれば，読者が実際に資料
のプリザベーション，代替化に携わる際の選択と意
思決定に関し，多くの示唆を得られるだろう O
私は学術情報リポジトリの運営にも携わっている
が，同じリポジトリでありながら本学ではおこなっ
ていない，貴重資料のデジタル画像の公開に用いた
366 
保存と利用の両立は永遠の課題であるが，それに
る人は本書の論考だけで多くの実務的な知識
が得られるであろうし，付録の文献案内からはより
広く多様な情報へアクセスできる O デジタルか紙か，
あるいはマイクロフィルムか。有用な比較調査報告
は次々に世界中で発表されており，最新の情報は
(株)資料保存器材のニュース「ほほ日刊資料保存J
(http://www.hozon.co.jp/hobo/)にも詳しい。本書に
加えそれらの情報にもあたり，実務の参考としたい。
(あまの えりこ 京都大学問属図書館)
